
 
 

授業科目 
事例研究（福祉政策経営） 

Case Study (Social Administration)
  

担当教員 野田 健 

展開方法 講義 単位数 2 単位 開講年次・時期 1・2 年／後期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い 

本講義では、福祉事業所経営に必要な会計管理、契約、サービスマネジメントについて理解を深めるとともに、福祉

政策及び、福祉事業所経営に関する研究論文を読み、福祉政策や事業所経営の実態と課題を理解し、対応策を検討する。

さらに、この研究論文の報告、議論を通して、研究方法や研究論文の書き方を理解する。 

観点 学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

関心・意欲 

・態度 

社会福祉政策とその影響、事業所経営、人的資源管理に関心

を持つ。 
授業への参加 25％ 

思考・判断 
福祉政策の動向、事業所経営の課題を理解し、今後の事業所

経営の在り方を検討することができる。 
文献の理解 25％ 

技能・表現 
福祉政策の動向、事業所経営の課題に関する文献を読み解き、

説明することができる。 
発表・レポート 25％ 

知識・理解 
事業所をとりまく社会情勢や事業所経営、運営に関わる基礎

理論を説明することができる。 
発表、レポート 25％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準および評価手段・方法の補足説明 

 定期試験は実施しない。先行文献のプレゼンテーション、ディスカッションでの発言内容、および、授業の参加度、

期末レポートの内容（課題は講義内で示す）で評価する。 

授 業 の 概 要 

本講義は、福祉政策や事業所経営に関する課題に関する教員から提示する文献や資料、もしくは受講生の研究テーマ

に合わせた文献等について、レジュメを作成し報告する。さらに、報告内容について他の受講生とともに行うディスカ

ッションを通して、その課題についての改善策を検討する。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：特に指定しない。文献、資料を配布する。 

参考書：講義の中で、適宜、参考書や文献を紹介する  

授業外における学修及び学生に期待すること 

 本授業では、福祉政策の動向や福祉事業所経営、人的資源管理等の課題について、先行文献の知見をもとに議論を深

めることで、それら課題の背景や構造を理解し、改善策を検討することを目的としている。このため受講生には、先行

文献を読み込み、レジュメを作成しプレゼンテーションを行ってもらう。レジュメ作りには時間を要することと思うが、

先行研究の知見の理解のみにとどまらず、レジュメ作成を通して論文の書き方や調査方法についても学んでほしい。 

 



 
 

回 テ ー マ 授 業 の 内 容 予習・復習 

1 オリエンテーション 
本講義の進め方と発表方法（発表者等）を説明す

る。 
特になし 

2 福祉援助と経営 
福祉援助における財源と収益の観点から経営の

重要性を知る。 

福祉援助と経営の両面を整理す

る。 

3 経営と契約 
事業を運営する際における契約の役割について

検討する。 
契約の役割を理解する。 

4 
サービスマネジメントと評

価 

事業所におけるサービスマネジメントとサービ

スの評価の在り方について理解する。 

サービスマネジメント、サービス

評価の仕組みについて調べる 

5 研究論文の書き方 

紀要や学会誌に掲載されている研究論文を参考

に論文の体裁、調査方法の書き方について理解す

る。 

事前に配布した研究論文を読んで

くる 

6 
プレゼンテーションとディス

カッション① 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

7 
プレゼンテーションとディ

スカッション② 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

8 
プレゼンテーションとディ

スカッション③ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

9 
プレゼンテーションとディ

スカッション④ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

10 
プレゼンテーションとディ

スカッション⑤ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

11 
プレゼンテーションとディ

スカッション⑥ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

12 
プレゼンテーションとディ

スカッション⑦ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

13 
プレゼンテーションとディ

スカッション⑧ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

14 
プレゼンテーションとディ

スカッション⑨ 
担当論文の報告・ディスカッション。 

当日報告される論文のテーマに

ついて調べる 

15 まとめ 
報告された論文の内容やディスカッションによ

って得られた知見を振り返る。 
今までの報告資料を読み返す 

 


